








（10）令和８年６月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。





農農作作業業中中のの熱熱中中症症をを

予予防防ししままししょょうう!!!!

農農作作業業中中のの熱熱中中症症がが急急増増

予予防防ののポポイインントト
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熱中症等による死亡事故が急増しています!
４月１日～６月30日は熱中症等対策研修強化期間です。

営
農
情
報

◎
担
い
手
支
援
関
係
◎
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熱熱中中症症対対策策アアイイテテムム

熱熱中中症症対対策策

熱熱中中症症がが疑疑わわれれるる場場合合ににはは

•
•
•

•
•
•

77月月～～99月月はは““夏夏のの熱熱中中症症等等対対策策声声かかけけ期期間間””



（12）令和８年６月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
５
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

５
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、

５
月
期
子
牛
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

成
績
は
、別
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

☆
５
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

５
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
西
諸
県
家

畜
市
場
運
営
部
で
郡
子
牛
品
評
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
地
区
管
内
か
ら
６
頭
が
出
品
さ

れ
、成
績
は
下
表
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

☆
５
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

５
月
13
日
～
15
日
ま
で
の
３
日
間
、
Ｊ

Ａ
み
や
ざ
き
西
諸
県
家
畜
市
場
運
営
部
で

５
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
成
績
は
上
表
の
通
り
で
す
。

  

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解
約
や

値
引
き
等
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
飼
養
管

理
に
は
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
子
牛
生

産
検
査
以
降
に
発
生
し
た
ケ
ガ
や
尿
石
等

の
事
故
、
そ
の
他
小
さ
な
こ
と
で
も
気
付

い
た
点
は
、
担
当
者
に
相
談
す
る
か
、
ま

た
は
セ
リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

営
農
情
報

令和 8 年５月期子牛セリ市結果

え
び
の
地
区
管
内

今回(８年５月) 前回(８年４月) 前年(７年５月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増　減 頭数 平均価格 増減

メス 76 797,471 92 809,122 △11,651 95 629,547 167,924

去勢 90 907,732 95 902,729 5,003 123 720,115 187,617

計 166 857,251 187 856,676 575 218 680,648 176,603

令和８年５月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

壱等賞 い ま し ろ ６ 大 竹 勝 美

〃 ひ か り 中 村 友 哉

〃 み す ず 竹 下 俊 廣

〃 ちとせみどり 新天寺　　　博

弐等賞 ゆ い ７ ２ ８ 横 山 大 樹

〃 第37あもちゃん 中 津 富 夫

※　壱等賞・弐等賞は、序列は付けてありません。

令和８年５月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 い ま し ろ ６ 大 竹 勝 美

壱等賞 ひ か り 中 村 友 哉

〃 み す ず 竹 下 俊 廣

〃 ちとせみどり 新天寺　　　博

〃 ゆ い 7 2 8 横 山 大 樹

〃 第37あもちゃん 中 津 富 夫

弐等賞 あ き こ 山 中 豪 幸

〃 に じ 川 俣 季 徳

〃 も も ひ め 西 脇　　 勲

〃 第 1 2 3 ゆ り 坂 元 幸 保

〃 第1171ひがし 東 脇 勇 二

※壱等賞・弐等賞は、序列は付けてありません。

◎
畜
産
関
係
◎
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　燃料や飼料価格が高騰する中、安定的な畜産経営を行うためには、自給飼料の安定生産が重
要です。今回は、自給飼料の一つである飼料用イネの安定生産に必要な雑草対策や水管理のポ
イントを説明します。

　除草剤には、雑草の茎葉に直接散布する「茎葉処理剤」
と表面に処理層を作り雑草発生を抑える「土壌処理剤」の
２種類があります。
　飼料用イネでは、「土壌処理剤」の一種である「初中期
一発剤」のしくみを理解することが、雑草対策を考える上
で非常に重要です。

○除草剤散布後は、中干しまでは浅水（水深4cm以下）
　で管理しましょう。
○ただし、前作がイタリアンライグラス等の飼料作で、
　田植え後にガスの発生がみられる場合には、水を落と
　し、ガスによる被害を回避しましょう。

　除草剤（初中期一発剤）の効果を高めるためには、「処
理層」を作ることが重要です。「処理層」を作るためには
下図のように①ほ場の均平化や②散布時の水深確保や散布
後７日間の止水管理など適切な水管理を行うことがポイン
トになります。

○除草剤（初中期一発剤）使用後に雑草の取りこぼしが発生
　したら、速やかに追加の防除（中後期剤）を行いましょう。
○除草剤使用時は、必ずラベルを確認し、農薬使用基準（処
　理量希釈比、使用時期、使用回数等）を遵守して使用しま
　しょう。



（14）令和８年６月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

育
苗
の
充
実
と
土
づ
く
り
を
行
い
、
来

年
度
に
備
え
ま
し
ょ
う
!!

管
理
の
ポ
イ
ン
ト

１
．
有
機
物
を
投
入
し
て
、
陽
熱
消
毒
の

実
施

２
．
炭
疽
病
、
う
ど
ん
こ
病
、
ハ
ダ
ニ
の

定
期
防
除

本
圃
の
管
理

・
土
壌
分
析
用
の
土
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
（
全
戸
全
圃
場
）

・
ハ
ウ
ス
内
を
10
日
間
程
度
蒸
し
込
み
、

早
目
に
土
作
り
を
行
い
ま
す
。

・
萎
黄
病
発
生
圃
場
は
、
ク
ロ
ピ
ク
フ

ロ
ー
、
バ
ス
ア
ミ
ド
、
キ
ル
パ
ー
の
い

ず
れ
か
に
て
消
毒
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
高
設
で
の
キ
ル
パ
ー
を
使
用
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
は
、
薬
量
計
算
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
担
当
ま
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

親
株
床
の
管
理

・
風
通
し
を
良
く
す
る
た
め
、
鉢
の
間
隔

は
６
㎝
程
度
空
け
る
。
（
密
集
さ
せ
な

い
・
多
湿
厳
禁
）

・
炭
疽
病
対
策
と
し
て
、
完
全
雨
よ
け
と

育
苗
床
へ
の
シ
ー
ト
被
覆
に
よ
る
泥
は

ね
防
止
対
策
を
行
い
ま
す
。

・
梅
雨
明
け
後
は
、
強
光
線
を
避
け
る
為
、

寒
冷
紗
等
で
遮
光
し
て
下
さ
い
。

☆
ミ
ニ
ト
マ
ト

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

定
植
が
終
了
し
て
生
育
が
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
１
～
２
段
果

房
の
着
果
を
確
認
し
た
上
で
草
勢
を
見
な

が
ら
、
７
～
10
日
間
隔
を
目
安
と
し
て
液

肥
灌
水
で
の
追
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
尻
腐
果
防
止
対
策
と
し
て
、
カ

ル
シ
ウ
ム
剤
の
葉
面
散
布
も
７
～
10
日
間

隔
で
併
せ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。
ホ
ル
モ
ン

処
理
と
し
て
は
、
霧
吹
き
等
で
ト
マ
ト

ト
ー
ン
の
１
０
０
倍
液
を
各
果
房
開
花
３

日
前
～
開
花
後
３
日
位
ま
で
に
、
１
花
に

つ
き
１
回
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
ご
ぼ
う

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

冬
春
播
き
露
地
ご
ぼ
う
に
つ
い
て
は
、

収
穫
間
近
と
な
り
ま
す
が
気
温
・
湿
度
と

も
に
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
病

害
虫
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

梅
雨
明
け
後
は
、
除
草
作
業
を
兼
ね
て

畝
間
中
耕
、
併
せ
て
草
勢
を
見
な
が
ら
追

肥
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ン
カ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

き
ん
か
ん
栽
培
で
最
も
重
要
な
花
芽
分

化
時
期
に
入
り
ま
す
。
少
量
多
灌
水
を
行

い
、
花
芽
分
化
前
の
管
理
に
努
め
ま
し
ょ

う
（
３
ｔ
／
10
ａ
、
７
～
10
日
間
隔
）
。

夜
温
20
℃
以
上
で
管
理
す
る
と
花
芽
分
化

が
起
こ
り
ま
す
。

　

１
番
花
の
開
花
予
定
の
２
週
間
前
（
６

月
上
旬
）
か
ら
は
夜
温
23
℃
、
昼
温
26
℃

で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
花
粉
量
増
加
と
子

房
の
充
実
を
図
る
た
め
尿
素
５
０
０
倍
液

の
葉
面
散
布
を
７
日
間
隔
で
行
い
ま
す
。

　

開
花
期
に
32
度
以
上
の
高
温
に
遭
う
と

結
実
が
悪
く
な
り
、
す
上
が
り
果
や
生
理

落
果
の
要
因
と
な
り
ま
す
。
高
温
に
な
ら

な
い
よ
う
に
サ
イ
ド
ビ
ニ
ー
ル
の
除
去
を

行
い
、
雨
よ
け
で
管
理
を
行
い
ま
す
。
開

花
時
期
は
灰
色
カ
ビ
病
や
ス
リ
ッ
プ
ス
に

注
意
し
、
果
実
肥
大
期
時
期
の
カ
メ
ム
シ

の
被
害
果
に
注
意
し
た
防
除
管
理
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

☆
生
姜

（
担
当
：
岩
元
将
彦
）

　

１
回
目
の
追
肥
（
燐
硝
安
加
里
Ｓ

２
２
６
：
40
㎏
／
10
ａ
）
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
乾
燥
防
止
の
為
の
敷
き
藁
も

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
管
理
機
に
よ
る
中
耕
、
培
土
を

行
う
際
に
は
排
水
路
も
確
認
し
、
降
雨
が

溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

根
茎
腐
敗
対
策

　

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
粒
剤　

18
㎏
／
10
ａ

☆
栗

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

開
花
後
の
管
理
と
し
て
ベ
ン
レ
ー
ト
水

和
剤
（
２
０
０
０
倍
）
を
使
用
し
た
実
炭

疽
病
の
予
防
を
行
い
ま
す
。
ク
リ
タ
マ
バ

チ
の
害
虫
防
除
で
は
ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤

（
２
０
０
０
倍
）
を
使
用
し
防
除
を
行
い

ま
す
。
近
隣
に
野
菜
畑
な
ど
が
あ
る
場
合

は
注
意
し
て
無
風
の
時
間
帯
に
散
布
を
お

願
い
し
ま
す
。
低
樹
高
剪
定
後
の
芽
か
ぎ

は
新
梢
停
止
後
の
７
月
中
旬
頃
か
ら
行
い
、

１
㎡
当
た
り
４
～
６
本
程
度
を
残
し
て
整

理
し
ま
す
。
枝
長
50
㎝
以
上
で
、
基
部
が

１
㎝
以
上
の
先
端
が
太
く
充
実
し
た
も
の

を
残
し
ま
す
。

☆
キ
ュ
ウ
リ

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

病
害
の
蔓
延
を
防
ぐ
基
本
は
、
発
症
前

の
予
防
的
防
除
の
徹
底
で
す
。
降
雨
前
を

基
本
に
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

梅
雨
時
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
天
気
予
報

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎

【６月イチゴ育苗防除管理】

時期 農薬名 適用病害虫名 倍率 予防 治療

上旬 サンヨール うどんこ病
灰色かび病 1000倍 ○ ―

中旬 アントラコール
顆粒水和剤 炭疽病 500倍 ○ ―

下旬 ゲッター水和剤 炭疽病 1000倍 ○ ○

※２次親株定植後　ベンレート水和剤（500倍）灌注
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を
参
考
に
し
な
が
ら
雨
間
の
防
除
好
機
を

逸
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ス
リ
ッ
プ
ス
に
よ
る
ウ
イ

ル
ス
病
の
発
生
が
あ
っ
た
場
合
は
致
命
的

な
減
収
に
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
早
期

防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
追
肥
の
施
用
は
収
穫
の
始
ま
る

頃
か
ら
。
追
肥
遅
れ
に
な
る
と
、
樹
勢
や

実
の
肥
大
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

☆
菊

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

奇
形
花
対
策
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
内
温
度

を
で
き
る
限
り
抑
え
る
よ
う
に
管
理
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
消
灯
時
の
節
数
は
27
～

30
節
程
度
と
し
ま
す
。
葉
焼
け
対
策
と
し

て
は
、
ハ
ウ
ス
の
妻
面
を
解
放
し
て
換
気

を
よ
く
し
、
ハ
ウ
ス
内
の
空
気
を
停
滞
さ

せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
消
灯

５
～
６
日
前
、
消
灯
時
お
よ
び
消
灯
後
に

５
～
６
日
間
隔
を
基
準
と
し
て
カ
ル
シ
ウ

ム
剤
の
連
続
葉
面
散
布
を
行
う
こ
と
も
葉

焼
け
防
止
に
有
効
で
す
。

☆
り
ん
ど
う

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

収
穫
期
に
入
り
ま
す
。
定
期
的
な
防
除

を
行
い
、
徹
底
し
た
選
別
後
に
出
荷
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
発
生
を
確
認
し
た
場

合
に
は
被
害
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
速
や
か

に
抜
き
取
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ズ

　

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

病
害
虫
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
の

５
～
７
日
間
隔
で
防
除
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
発
生
が
多
く
な
る
コ
ガ
ネ
ム
シ
や
ヨ

ト
ウ
ム
シ
の
成
虫
に
は
、
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン

ズ
パ
ッ
ク
（
コ
ガ
ネ
ム
シ
対
策
）
や
コ
ン

フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｖ
（
ヨ
ト
ウ
ム
シ
対
策
）
と

い
っ
た
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
が
有
効
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
ほ
場
内
の
除
草
を
行
い
、
害

虫
の
住
処
を
無
く
す
こ
と
も
害
虫
対
策
と

な
り
ま
す
の
で
、
こ
ま
め
な
除
草
作
業
を

行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

べ
と
病
（
予
防
剤
）

　

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

　
　

１
０
０
０
倍
～
２
０
０
０
倍

　
　

使
用
回
数
：
４
回

　

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０

　
　

１
０
０
０
倍　
　

　
　

使
用
回
数
：
６
回

べ
と
病
（
治
療
剤
）

　

リ
ド
ミ
ル
ゴ
ー
ル
ド
Ｍ
Ｚ　

　
　

１
０
０
０
倍

　
　

使
用
回
数
：
３
回

ハ
ダ
ニ
類
・
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類

　

マ
ラ
ソ
ン
乳
剤

　
　

２
０
０
０
倍
～
３
０
０
０
倍　

　
　

使
用
回
数
：
６
回

　

予
防
剤
を
中
心
に
散
布
を
行
い
、
発
生

が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
治
療
剤
の
散
布
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
収
穫
後
は
徹
底
し
た
選
別
を
行

い
、
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
西
ノ
村
智
樹
）

　

梅
雨
時
期
や
訪
花
昆
虫
の
活
動
が
活
発

に
な
る
７
月
ま
で
は
、
午
前
中
に
人
工
交

配
を
行
い
着
果
量
を
確
保
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
曲
果
に
な
り
そ
う
な
果
実
に

は
、
ス
マ
ー
ト
を
装
着
し
Ａ
品
率
の
向
上

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
着
果
量
が
多
く
な
っ

て
く
る
と
養
分
競
争
か
ら
曲
果
や
尻
太
果
、

尻
細
果
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

草
勢
と
着
果
状
況
を
み
な
が
ら
摘
果
や
追

肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

病
害
虫
防
除
に
つ
い
て
は
、
う
ど
ん
こ

病
や
斑
点
細
菌
病
対
策
と
し
て
、
ジ
ー

フ
ァ
イ
ン
水
和
剤
（
１
０
０
０
倍
・

１
５
０
～
５
０
０
ℓ
／
10
ａ
・
収
穫
前

日
・
回
数
制
限
な
し
）
や
Ｚ
ボ
ル
ド
ー

（
５
０
０
倍
・
１
０
０
～
３
０
０
ℓ
／
10

ａ
・
収
穫
前
日
・
回
数
制
限
な
し
）
な
ど

を
使
用
し
て
予
防
中
心
の
防
除
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　

害
虫
に
つ
い
て
は
、
カ
メ
ム
シ
や
ア
ブ

ラ
ム
シ
の
発
生
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、

発
生
初
期
に
ア
デ
ィ
オ
ン
乳
剤(

２
０
０
０

～
３
０
０
０
倍
・
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／

10
ａ
・
収
穫
前
日
・
３
回
以
内)

や
ト
レ
ボ

ン
乳
剤(

１
０
０
０
倍
・
１
０
０
～
３
０
０

Ｌ
／
10
ａ
・
収
穫
前
日
・
３
回
以
内)

な
ど

を
使
用
し
て
早
め
の
防
除
を
お
願
い
し
ま

す
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

農
繁
期
に
な
り
ま
し
た
。
田
植
え
等
の

他
品
目
作
業
の
影
響
で
収
穫
や
枝
の
整
理
、

防
除
が
遅
れ
な
い
よ
う
計
画
立
て
た
管
理

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
特
に
懐
枝
の
整
理

が
遅
れ
て
過
繁
茂
に
な
る
と
、
白
果
の
発

生
や
不
着
果
、
病
害
虫
の
発
生
を
助
長
し

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

曇
天
が
続
く
よ
う
な
と
き
は
十
分
な
日

照
を
確
保
で
き
る
よ
う
遮
熱
遮
光
資
材
の

調
節
を
行
い
、
１
週
間
に
１
回
程
度
の

間
隔
で
ホ
ス
プ
ラ
ス
の
１
０
０
０
倍
～

２
０
０
０
倍
液
や
、
グ
リ
ー
ン
セ
ー
フ
プ

ラ
ス
の
１
０
０
０
倍
液
等
を
葉
面
散
布
す

る
の
が
効
果
的
で
す
。
高
湿
度
状
態
が
一

定
期
間
続
く
と
黒
枯
病
、
逆
に
極
端
な
乾

燥
ま
た
は
草
勢
が
低
下
す
る
と
う
ど
ん
こ

病
を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。　
　

　

カ
メ
ム
シ
と
ヨ
ト
ウ
ム
シ
の
発
生
が
多

く
な
る
予
報
が
あ
り
ま
す
。
初
期
発
生
時

に
は
早
期
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

こ
れ
か
ら
収
穫
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
が
、

収
穫
が
遅
れ
る
と
裂
球
の
発
生
や
品
質
低

下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
収
穫
遅
延
が

無
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
後
は
気
温
・
湿
度
と
も
に
上

昇
し
、
病
害
虫
の
発
生
や
カ
ル
シ
ウ
ム
欠

乏
症
な
ど
の
生
理
障
害
の
発
生
も
懸
念
さ

れ
ま
す
。
特
に
雨
が
多
く
な
る
と
軟
腐
病

や
株
腐
病
な
ど
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の

で
、
収
穫
前
の
薬
剤
の
使
用
時
期
に
注
意

し
な
が
ら
雨
間
を
見
て
病
害
虫
防
除
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

大
雨
に
よ
り
圃
場
冠
水
し
た
場
合
は
、

酸
素
供
給
剤
Ｍ
Ｏ
Ｘ
（
１
０
０
倍
液
・

３
０
０
ℓ
／
10
ａ
）
や
キ
ッ
ポ
青
ま
た
は
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赤
（
５
０
０
倍
液
・
３
０
０
ℓ
／
10
ａ
）

な
ど
を
葉
面
散
布
し
、
土
壌
の
排
水
性
を

高
め
て
草
勢
回
復
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

圃
場
の
排
水
対
策
は
必
ず
実
施
し
ま

し
ょ
う
。
圃
場
内
に
水
が
滞
留
す
る
と
根

傷
み
や
病
気
が
蔓
延
し
や
す
い
環
境
に
な

り
ま
す
の
で
定
期
的
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

最
初
の
削
り
込
み
は
茎
の
太
さ
が
５

～
６
㎜
に
な
っ
た
こ
ろ
に
開
始
し
ま
す

が
、
併
せ
て
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
（
軟
腐

病
）
や
モ
ン
カ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
40
（
白

絹
病
）
の
散
布
を
行
い
、
防
除
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

管
内
の
圃
場
で
は
べ
と
病
と
思
わ
れ
る

初
発
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
ア
リ
エ
ッ

テ
ィ
水
和
剤
な
ど
を
用
い
て
早
目
の
防
除

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
に
展
着
剤
は

必
ず
使
用
し
て
下
さ
い
。

　

７
月
以
降
の
高
温
期
に
引
き
抜
き
等
の

除
草
作
業
を
行
う
と
、
根
を
傷
つ
け
て
し

ま
い
軟
腐
病
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の

で
、
今
の
う
ち
に
除
草
し
ま
し
ょ
う
。
除

草
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
絶
対
に
ネ
ギ
に

か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
作
業
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
か
ん
し
ょ（

担
当
：
岩
元
将
彦
）

　

降
雨
が
多
い
場
合
に
備
え
て
排
水
対
策

を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。
か
ん
し
ょ
茎
・

根
腐
敗
症
が
今
年
度
も
発
生
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
圃
場
巡

回
と
銅
剤
に
よ
る
予
防
散
布
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
発
生
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
ア

ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
散
布
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

銅
剤

Ｚ
ボ
ル
ド
ー

　

希
釈
倍
率
：
５
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
制
限
無
し

　

使
用
回
数
：
制
限
無
し

ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
２
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
前
日
ま
で

　

使
用
回
数
：
制
限
無
し

治
療
剤

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

　

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
14
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

☆
里
芋

（
担
当
：
西
ノ
村
智
樹
）

　

梅
雨
時
期
に
入
り
、
平
均
気
温
が
25
℃

前
後
に
な
る
と
疫
病
の
初
発
が
確
認
さ
れ

る
よ
う
な
り
ま
す
。
圃
場
に
行
き
、
あ
や

し
い
株
が
な
い
か
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
基
本
的
に
は
疫
病
の
伝
播
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
圃
場
内
に
入
る
こ
と
を
避

け
ま
し
ょ
う
。
未
発
生
で
あ
れ
ば
、
予
防

剤
と
し
て
、
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤
の
散

布
を
継
続
し
、
発
生
が
確
認
さ
れ
れ
ば
治

療
剤
の
ダ
イ
ナ
モ
顆
粒
水
和
剤
を
散
布
し

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
1
週
間
後
に
ア
ミ

ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
の
散
布
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ポ
イ
ン
ト
は
同
じ
剤
ば
か
り

を
繰
り
返
し
使
用
し
な
い
こ
と
で
す
。
ま

た
、
散
布
を
行
う
際
も
中
に
入
る
の
で
は

な
く
、
畔
側
か
ら
飛
ば
し
て
散
布
を
行
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
５
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
21
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
回
数
制
限
な
し

ダ
イ
ナ
モ
顆
粒
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
21
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

　

希
釈
倍
率
：
２
０
０
０
倍

　

使
用
液
量
：
１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ

　

使
用
時
期
：
収
穫
14
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

※
農
薬
散
布
の
際
は
、
必
ず
展
着
剤
を
入

れ
て
使
用
し
て
下
さ
い
。

　

進
達
性
と
浸
透
移
行
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
展
着
剤
は
ク
ミ
テ
ン
と
い
っ
た
展
着

効
果
だ
け
の
も
の
で
対
応
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
石
灰
硫
黄
合
剤
・
ボ
ル
ド
ー
剤
と

の
混
用
は
７
日
以
上
あ
け
る
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

☆
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草

（
担
当
：
西
ノ
村
智
樹
）

　

令
和
８
年
産
の
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草
の

作
付
け
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
付
け
時

期
は
10
月
上
旬
～
10
月
中
旬
頃
ま
で
で
収

穫
は
12
月
中
旬
～
２
月
下
旬
ま
で
で
す
の

で
ご
希
望
の
方
は
農
産
販
売
課
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
カ
ボ
チ
ャ

（
担
当
：
岩
元
将
彦
）

　

夏
の
植
付
け
に
合
わ
せ
て
資
材
申
込
書

の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
直
前
に
な
る

と
種
子
や
資
材
の
確
保
が
間
に
合
わ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
植
付
け
を

計
画
し
て
い
る
方
は
お
早
め
に
注
文
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
玉
ネ
ギ

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

令
和
８
年
産
の
玉
ネ
ギ
作
付
け
を
募
集

し
ま
す
。
作
付
け
時
期
は
、
11
月
中
旬
～

11
月
下
旬
ま
で
、
Ｊ
Ａ
で
機
械
移
植
作
業

が
可
能
で
す
。
水
田
の
裏
作
や
排
水
が
良

く
陽
当
た
り
の
良
い
休
耕
田
に
作
付
け
が

可
能
で
す
の
で
ご
希
望
の
方
は
農
産
販
売

課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
付
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き 

え
び
の
市
地
区

本
部
農
産
販
売
課
（
☎
３
３

−

５
７
５
６
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

営営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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農
産
関
係
◎

営営
農
情
報

☆
水
稲

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

６
月
に
入
り
、
い
よ
い
よ
田
植
え
の

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
前
作
が
イ
タ
リ

ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
等
や
雑
草
が
多
か
っ

た
圃
場
で
、
早
期
の
す
き
込
み
が
出
来

な
か
っ
た
圃
場
は
ガ
ス
に
よ
る
根
腐
れ

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ス

が
原
因
と
思
わ
れ
る
生
育
不
良
が
発
生

し
た
場
合
は
、
軽
く
ひ
び
割
れ
が
入
る

程
度
に
ガ
ス
抜
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
除
草
剤
を
使
用
し
た
場
合
は
、
散
布
後

一
週
間
程
度
待
っ
て
か
ら
行
っ
て
く
だ

さ
い
）

　

基
肥
が
不
十
分
で
あ
っ
た
場
合
な
ど

を
除
い
て
、
分
け
つ
肥
の
施
肥
は
倒
伏

を
助
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
行

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
箱
施
薬

　

田
植
え
の
際
は
、
初
期
病
虫
害
の
予

防
対
策
と
し
て
必
ず
箱
施
薬
を
散
布
し

て
か
ら
田
植
え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

薬 

剤 

名
：
ブ
ー
ン
ハ
ー
デ
ス
箱
粒
剤

使 

用 

量
：
１
箱
当
た
り
50
ｇ 

使
用
時
期
：
は
種
時(

覆
土
前)

　
　
　
　
　
～
移
植
当
日

　

水
田
の
環
境
条
件
や
年
柄
に
よ
っ
て

は
、
い
も
ち
病
や
紋
枯
病
、
害
虫
の
多

発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
箱
施
薬
を
散
布

し
て
も
生
育
中
の
発
生
動
向
に
は
十
分

注
意
し
、
病
害
虫
の
発
生
を
確
認
し
た

ら
早
期
に
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
除
草
剤

　

除
草
剤
に
は
粒
剤
、
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤

（
液
剤
）、
ジ
ャ
ン
ボ
剤
な
ど
の
様
々
な

種
類
（
形
態
）
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
内
容
成
分
の
水
中
拡
散
性
が
高
い
性

質
が
あ
り
ま
す
の
で
、
使
用
方
法
を
農

薬
の
ラ
ベ
ル
で
十
分
確
認
し
た
の
ち
、

使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

田
植
と
同
時
に
除
草
剤
処
理
を
行
う

際
は
、
植
え
穴
へ
の
土
の
戻
り
が
悪
い

と
薬
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
除
草
剤
散
布
後
の
補
植
は
、

水
田
内
を
歩
行
す
る
こ
と
に
よ
り
除
草

剤
の
処
理
層
を
壊
し
、
除
草
効
果
が
落

ち
る
原
因
や
処
理
層
の
薬
剤
が
水
稲
の

根
に
触
れ
、
薬
害
の
原
因
と
な
る
た
め

行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
防
除
剤

　
薬
剤
名
：
ス
ク
ミ
ノ
ン

　
使
用
量
：
１
㎏
か
ら
４
㎏
／
10
ａ
当
り

　
使
用
時
期
：
収
穫
60
日
前
ま
で

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
を
メ
イ
ン
と
し
た

防
除
剤
で
す
。
苗
の　

活
着
時
期
に
使

用
す
る
こ
と
で
食
害
を
防
ぎ
ま
す
。
10

ａ
に
２
袋
（
４
㎏
）
の
全
面
散
布
が
基

本
で
す
が
、
水
口
周
辺
や
深
水
に
な
る

場
所
は
被
害
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
の
場
所
に
は
所
定
の
範

囲
内
で
多
め
に
散
布
す
る
こ
と
も
効
果

的
で
す
。
湛
水
状
態
で
使
用
し
、
散
布

後
７
日
間
は
落
水
や
か
け
流
し
を
行
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
作
付
け
時
の
品
種
の
間
違
い
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
植
付
け

を
依
頼
さ
れ
る
場
合
も
、
依
頼
す
る
際

に
し
っ
か
り
品
種
を
伝
え
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

（
例
：
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
又
は
ひ
な
た
舞
と

ヒ
ヨ
ク
モ
チ
を
植
え
て
ほ
し
い
。
等
）

　
毎
年
、
箱
施
薬
剤
と
除
草
剤
を
間
違

え
て
使
用
し
て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
や
農
作
業
に
不
慣
れ
な
方
等

が
箱
施
薬
を
施
用
さ
れ
る
場
合
は
、
ラ

ベ
ル
を
よ
く
確
認
す
る
な
ど
し
て
特
に

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

様々な種類の除草剤　使い方はラベルを十分確認してください



（18）令和８年６月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　JA みやざき えびの市地区本部の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円は JA みやざき えびの市
　　　　　　　　　　地区本部への出資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中 両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727TEL 0984-35-0727 ㈹㈹



（19） 第５７８号 JA広報

あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

正解者の中から５名様に賞品をさしあげます。
右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。

間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

５
月
号
の
当
選
者

　

５
月
号
の
答
え
は「
シ
ン
ジ

ヤ
ガ
」で
し
た
。正
解
者
総
11
人

の
中
か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
出
　
石
　
敦
　
子（
飯
　
野
）

▽
脇
　
田
　
幸
　
子（
飯
　
野
）

▽
樋
　
渡
　
真
　
理（
加
久
藤
）

▽
川
　
﨑
　
和
　
子（
真
　
幸
）

▽
松
　
吉
　
瑞
　
希（
宮
崎
市
）

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切
６
月
20
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
７
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

　

え
び
の
市
地
区
本
部　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
回
鍋
肉
の
素
と
て
ん
か
ら

粉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

「回鍋肉の素」
「てんから粉」



（20）令和８年６月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和８年６月５日発行 （20）

Ｊ
Ａ

広
報

え
び

の
〈

発
行

〉
〒

889-4311　
宮

崎
県

え
び

の
市

大
字

大
明

司
1061-1　

宮
崎

県
農

業
協

同
組

合
　

え
び

の
市

地
区

本
部

　
　

　
　

〈
編

集
〉

総
務

課
　

　
令

和
８

年
６

月
５

日
発

行

行　　事　　予　　定
　

４
月
30
日
、
Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル

で
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
の
審

議
事
項
・
協
議
事
項
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

◉
審
議
事
項
◉

■
「
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム

基
本
方
針
」
の
見
直
し
に
つ
い
て 

 

■
利
益
相
反
取
引
の
包
括 

事
前 

承
認
に

つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

■
地
区
本
部
域
を
越
え
た
選
果
場
利
用
の

考
え
方
に
つ
い
て

■
組
合
員
の
加
入
脱
退
申
請
・
減
口
状
況

に
つ
い
て

■
「
み
や
ざ
き
の
農
を
支
え
る
ひ
な
た
資

金
」
に
係
る
Ｊ
Ａ
利
子
補
給
事
業
（
実

績
・
計
画
）
に
つ
い
て

■
広
報
活
動
状
況
に
つ
い
て

■
農
政
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て

■
利
益
相
反
取
引
後
の
四
半
期
報
告
に
つ

い
て
（
令
和
７
年
度
第
４
四
半
期
）

■
第
３
回
通
常
総
代
会
に
か
か
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
等
に
つ
い
て

■
石
油
情
勢
に
つ
い
て

■
き
ゅ
う
り
選
果
場
新
設
に
係
る
検
討
状

況
に
つ
い
て

■
令
和
８
年
産
み
や
ざ
き
完
熟
マ
ン
ゴ
ー

「
太
陽
の
タ
マ
ゴ
」
初
売
状
況
に
つ
い

て
■
令
和
８
年
度
み
や
ざ
き
茶
初
入
札
会
概

要
及
び
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

■
豚
熱
発
生
の
対
応
に
つ
い
て

■
余
裕
金
月
次
運
用
方
針
に
つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
に
か
か
る
リ
ス
ク
情
報
の

報
告
に
つ
い
て

■
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
等
の
変
更

に
つ
い
て

■
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
不
祥
事
再
発
防
止
策
の

取
組
状
況
等
に
つ
い
て
（
２
月
分
）

■
令
和
７
年
度
第
２
回
役
職
員
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告

に
つ
い
て

理
事
会
報
告

令和８年６月１０日～７月１０日

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

６

10 水
れあい日
炭ソ注射

12 金 JA-SS 感謝セール

13 土
JA-SS 感謝セール
子牛セリ市（〜１５日）
グリーンセンター・ＭＣ営業

14 日 グリーンセンター・ＭＣ営業

16 火
道の駅えびの休館日
JA-SS 感謝セール

19 金 JA-SS 感謝セール

20 土
県下一斉消毒の火
グリーンセンター・ＭＣ営業

21 日 グリーンセンター・ＭＣ営業

23 火
ＪＡ－ＳＳ感謝セール
ＪＡみやざき和牛肉牛共進会

（ミヤチク高崎）

24 水
全共出品対策共進会西諸二次予選

（種牛の部）
25 木 ＢＬ採血

26 金

耳標装着
盆提灯展示会（生活館夢工房）（～２８日）
JA-SS 感謝セール
第５９回年金友の会グランドゴルフ大会

27 土 グリーンセンター・ＭＣ営業
29 月 成牛セリ市（妊娠牛）

30 火
第３回総代会
耳標装着
JA-SS 感謝セール

７

２ 木
ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血

３ 金
生産検査
ＪＡ－ＳＳ感謝セール

4 土 グリーンセンター・ＭＣ営業
６ 月 生産検査
７ 火 生産検査
８ 火 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

９ 水
成牛セリ市・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴ
セリ市

10 木
ふれあい日
郡子牛品評会


